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【平成２９年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究の目的は、最高エネルギーの重イオンを衝突させる CERN（欧州原子核研究機構）の ALICE

（A Large Ion Collider Experiment.：大型イオン(原子核)衝突実験）により、クォーク物質の物性を

明らかにすることである。研究代表者らは、担当したフォトンの検出器を高度化させ、また、最高エネ

ルギーで鉛の原子核同士を衝突させ、出てくるフォトンのエネルギー分布から非常に高い温度が作られ

ているという暫定的な結果も得ている。今後は更なるデータ収集と解析、結果発表に加え、社会への発

信にも力を入れることを期待する。 

 


